道本部ＨＰ速報用　試合経過・結果記入票
７月２６日
　　　Ａ　コート

決勝トーナメント準々決勝第１試合

記入者　　氏橋　みつる　　　
スコアボード

	（チーム名）
	（試合結果）
	（チーム名）

	札幌市労
	０
	（　　１８　－　２１　　）
（　　１１　－　２１　　）
（　　　　　－　　　　　）
	２
	函館市職労


戦評
	昨年度、準優勝函館市職労と札幌市労の試合は、第１セットは、函館市職労がセッターの巧みなパス回しと、左右から強打を相手コートに叩き込み、第１セットは２１－１８とセット先取し、試合の主導権を握ったが、札幌市労もラリー戦でねばりましたが、第２セットも２１－１１制し、準決勝戦にコマを進めた。


道本部ＨＰ速報用　試合経過・結果記入票

７月２６日
　　　Ｂ　コート

決勝トーナメント準々決勝第２試合

記入者　　上島　早苗　　　　　　

スコアボード

	（チーム名）
	（試合結果）
	（チーム名）

	滝川市職労
	１
	（　　２１　－　１７　　）
（　　２０　－　２２　　）
（　　１７　－　２１　　）
	２
	浦河町職


	戦評
滝川市職労と浦河町職の試合は、決勝トーナメントにふさわしい１時間を超える接戦の好試合となった。
第１セットは、10対6と4点差をつけられた滝川市職労が13番松本真紀選手のアタックで得点を重ね、同点となってから、互いに1点を追う試合となった。しかし17対17から滝川市職労が連続して得点を取り、第1セットを制した。
第2セットも第1セット同様、両者1点を追う試合展開となった。浦河町職が、長身の1番宇田早織選手と小柄な2番田村佳奈選手を巧みに使い分けた攻撃を展開するのに対し、滝川町職労の8番相馬あゆみ選手、14番織田由香里選手、3番石田ひとみ選手らが強力な壁となって、攻撃を阻んだ。しかし、20対20と同点となったあと、宇田選手のアタックが決まり、相手チームのレシーブの乱れもあり、第２セットを浦河町職が制した。
最終セット、滝川町職労は松本選手の攻撃と相手のミスで得点を重ねたが、浦河町職は粘り強いレシーブでチャンスを待ち、宇田選手にボールを集め、最後一気にたたきこみ、見事接戦を制した。


